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富山大学大学院 医学薬学研究部（医学） 精神看護学講座
　精神看護学は看護教育の中で科目の位置づけが，成人
看護学の一部として捉えられていたものが199７年より独
立し，教育内容が疾患を中心とした病気の看護から，生
活する人の看護へ移行した。臨地実習も多様な実習場所
での体験を可能とし，看護と福祉を統合させた視点での
教育が進められるようになった。臨地実習経験を通した
学生の学びは非常に多く，精神看護実習の場で学生はさ
まざまな思いや経験をしながら学修過程を辿り，看護教
員は看護学生の経験を意味づけしながら，様々な役割を
はじめに
　看護学は実践の科学であるといわれ，理論と実践を統
合する学修として臨地実習は非常に重要な位置づけに置
かれている1）。また看護を系統的に学修していくために
は知識の伝達だけでは不十分であり，そこには知識はも
とより技術，思考や判断能力，さらにはそれらを応用し，
統合していく能力が必要とされる。これらを教授してい
く授業が実習であり，看護学教育において大きな特徴を
持つ授業といえる。
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要　　旨
　本研究の目的は精神看護臨地実習における学生の自己成長感の内容を明らかにし，効果的な指導への
示唆を得ることである。看護学生 4 年次生の実習記録と面談記録から内容分析を行った。その結果【精
神症状の捉え方・アセスメントの仕方の理解】【患者の全体像の理解】【精神科のイメージの変化】【精神
看護の特徴の理解】【看護実践】【視点の拡大】【コミュニケーション技術の使用】【患者を観察しながらの
コミュニケーション】【患者の気持ちへの寄り添い】【患者の状態やニーズを考慮した関わり】【患者主体
の看護】【会話する力の修得】【患者の気持ち，考えの確認】【実習に対する積極性，礼節，責任感，協調性】
の自己成長感があげられた。以上により精神看護実習における指導について，認知領域では講義・演習
の教授方法の工夫，精神運動領域，情意領域ではプロセスレコードから学生の経験を意味づけることを
さらに強化していく必要性が示唆された。
Abstract
　The purpose of this study was to clarify the feelings of personal growth in students participating in 
Clinical　Practice　in　Psychiatric　Nursing, and to obtain suggestions for more effective instruction 
of teaching technique. A content analysis was conducted from training and interview records of ７8 
nursing students. The results showed feelings of personal growth in Understanding how to comprehend 
patient’s mental symptoms and make assessments, Understanding patients’ overall presentations, 
Changing student’s image of psychiatry, Understanding the characteristics of mental health nursing, 
Nursing practices, Broadening perspectives, Use of communication techniques, Communicating with 
patients while making observations, Getting closer to patients’ feelings, Patient involvement with 
consideration of their individual status and needs, Acquisition of conversational ability, and 
Assertiveness, propriety, sense of responsibility, and cooperation with respect to clinical training. The 
above suggests the need to further strengthen the meaning students find in their experience from 
process records in the psychomotor and emotional domains.
Key words: nursing students, feelings of personal growth, clinical practice in psychiatric nursing
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に苦悩しながらも，援助に自己を媒体とする精神科看護
の特徴や精神障がい者観を変化させていることを述べて
いる。これらのように学生の臨地実習における学びや成
長に関して先行研究はあるが，精神看護臨地実習におい
て，学生の自己成長感を取り上げた研究はまだ見当たら
ない。
　またこれらの先行研究は学生の経験や学び，および成
長を明らかにしつつ，同時に実習指導のあり方や内容を
検討しており，その指導については未だ模索中であると
いってよい。臨地実習を行う学生のレディネスは一様で
はなく，近年看護界における「卒業時の実践能力と臨床
の求める実践能力の乖離」が問題とされている状況10）を
鑑みると，指導の目標や方法は学生の変化に応じて，絶
えず検討される必要があると考える。
　そこで本研究では，学生が精神看護実習を通して，ど
のような自己成長感を抱いているのかを検討し，指導に
ついての示唆を得ることとした。これにより実習指導の
向上につながると考える。
研究目的
　本研究では，実習終了後に実習記録と面談記録を分析
し，学生の自己成長感の内容を明らかにすることを目的
とする。
　学生の自己成長感の内容を明らかにすることで，学修
目標の達成度を振り返ると共に，効果的な指導について
示唆が得られると考える。
用語の定義
　精神看護臨地実習：精神科領域において，学生が既習
の知識・技術をもとに対象と相互行為を展開し，看護目
標達成に向かいつつ，そこに生じた看護現象を教材とし
て，看護実践に必要な基礎的能力を修得するという学修
目標達成を目指す授業とする。
　自己成長感：精神看護臨地実習において，学生が自ら
の努力によってできたと感じられたこととする。
研究方法
1 ．研究デザイン
質的記述的デザイン
2 ．対象
　Ａ大学の看護学生 4 年次生80名のうち，研究参加に同
意が得られた７8名を研究参加者とした。
3 ．調査方法
　A大学看護学科精神看護学は， 2 週間の実習最終日に
臨地実習の中で「成長したこと」「満足・不満足な点」
あるいは「今後の実習に向けて明らかになった自分自身
の課題」について，学生が自由に記述する“実習振り返
りシート”を提出させている。そして“実習振り返り
シート”を用いて，学生 1 名につき，10～15分程度の個
とり，成長を促すことが求められている2）。Ａ大学看護
学科精神看護学は，精神科病棟での実習を主体とし，一
部障害者自立支援施設での体験実習を行っている。また
病棟では 1 名の患者を受け持ち，情報収集，アセスメン
ト，看護計画立案，看護実践，評価を行う看護過程を取
り入れている。多くの学生は初めての治療環境と精神障
害者との関わりに，不安を抱えていることは否定できな
い。こうした緊張した体験を教員は，ポジティブに意味
づけし有意義な体験へ修正していく指導を実践してい
る。しかし精神看護臨地実習で，「患者に何ができたの
かわからない」と言う学生もなかには見られる。これに
は他領域に比べると，処置や介助などの身体的ケアが少
ないことや，患者からの訴えや表現が少ないといった精
神看護の特徴が影響していると考えられ，そのために学
生は自己の学び，自己成長感を感じ取りにくいのではな
いかと考える。看護学生では実習を通しての自己成長感
と職業的アイデンティティとに強い関連がある3）と辻田
は述べており，学生が看護師としてのアイデンティティ
や看護観を形成する上で，実習における自己成長感が重
要であると考える。
　臨地実習における学生に関して先行研究を見てみる
と，国内でも数多くの報告が存在している。宮本4）らは
作業療法学生の実習において，学生の自己成長感とその
要因をFocus　Group　Interviewを用いて質的帰納的に
検討し，臨地実習は学生の知識・技術の不足をはじめと
した自身の問題点に気づく機会となっており，この気づ
きや変化を実感することが自己成長感につながる可能性
が示唆されたと述べている。看護において，畠山ら5）は
卒業時到達目標の項目を用いた調査から実習体験が学生
の学びの助けとなり，実習体験により自己理解・他者理
解を深め，連帯感を深めながら確実に自己成長できてい
ることを述べている。助産課程における学生の学びの構
造についてインタビューを用いて現象学的に記述した松
井6）は，「学生は初めての分娩介助において想像と現実
の違いに，戸惑いながら分娩という現象を感じとり，分
娩進行状態の診断には産婦の身体状況をとらえることが
必要であることを理解し，分娩進行を促進するケアを実
践しながら，産婦に寄り添うことを大切にする。一方自
己の分娩介助経験を振り返り，学びと課題を確認する」
と述べている。繁田は７）臨地実習後に学生 2 名のレポー
トとインタビューから成長のプロセスを分析し，つまず
きや助言がある度にリフレクションを繰り返して，それ
が前向きな行動変容につながることを述べている。精神
看護領域における学生の学びとして，大森8）は精神看護
学実習後のレポートから質的帰納的に，体験を通した対
象理解の深まり，信頼関係を築き発展させるプロセス
や，かかわりの進展に欠かせない自己理解をあげてい
る。東中須ら9）も学生の学びについて，同様に学生のレ
ポートを用いて内容分析を行い，学生は人間関係づくり
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いて， 1 ）で得られたカテゴリーと照らして，どの領
域に属しているかを分類した．これは教育の目標を認
知領域（あたま），精神運動領域（からだ），情意領域
（こころ）の 3 領域に分けて評価し，学習支援に活用
されるものである．
倫理的配慮
　本研究は，研究者らが所属する大学の臨床・疫学研究
等に関する倫理審査委員会の承認を得て実施した（臨認
25−32）。学生に研究の主旨を口頭および文章で説明し，
個人が特定できないように匿名にすること，データは慎
重に取り扱うこと，研究の協力を拒否しても成績には影
響しないこと，発表方法などについて説明し，実習記録
を研究データとして使用する同意を得た。
結　果
1 ．学修目標からみた学生の自己成長感について
　学生７8名の記録から，102文の記述内容が抽出された。
人面談を行い，学生の思いを確認・補強することを指導
の一環として行っている。その“実習振り返りシート”
に記述されている「成長したこと」の内容と個人面談の
口述記録をデータとして用いた。
4 ．分析方法
1  ）データ分析はBerelsonの方法による内容分析11）を
行った。“実習振り返りシート”の「成長したこと」
に記述された内容と，個人面談での学生の口述記録を
精読し，意味がわかる最少単位の文を抽出した。その
内容を類似性から分類し，カテゴリー化を行い，その
頻度をカウントした。結果の信頼性・妥当性を確保す
るために，研究者 3 名で各過程において検討を行った。
2  ）Ａ大学看護学科精神看護学学修目標①対象の理解と
医療チーム・地域精神保健福祉への理解，②コミュニ
ケーション技術を用いて看護実践する，③社会人とし
ての実習態度を培う（積極性，礼節，責任感，協調性）
を 1 ）で得られた結果と照合した。
3  ）さらにBloomの教育評価目標学（Taxonomy）を用
表 1 　学生の自己成長感の内容
n=７8
実習目標 カテゴリー 記述内容 頻度数
対象の理解と医療チーム・地域精神保
健を理解する（32）
精神症状の捉え方・アセス
メントの仕方の理解
状態の変化，症状や支援の実際を見た （4）
（9） 精神症状の捉え方・アセスメントの仕方がわかった （3）
症状を把握する具体的な質問の仕方がわかった （2）
患者の全体像の理解
患者の全体像を見ることが重要 （4）
（７） 患者の理解が進んだ （2）
患者の内面に踏み込む大切さを感じた （1）
精神科のイメージの変化 （6）
精神科の暗い，怖いイメージや不安がとれた （5）
イメージが変わり，精神障害者への見方が変わった （1）
精神看護の特徴の理解 （4）
精神科では安静，休養が治療となる （3）
疾患．治療，ケアだけではなく，気持ちの面も大切である （1）
看護実践 （4）
患者の症状に対応できた （3）
患者を支える看護師の役割を見た （1）
視点の拡大 （2） ウェルネスの視点からみる （2）
コミュニケーション技術を用いて看護
実践をする（62）
コミュニケーション技術の
使用
（22）
コミュニケーション技術を意識して用いた （11）
待つこと，沈黙することを用いた （6）
距離感や間を置くことができた （4）
傾聴，共感ができた （1）
患 者 を 観 察 しながらのコ
ミュニケーション
（10）
患者の表情や反応を観察しながらコミュニケーションをとる （７）
患者の話を聞いて，考える （3）
患者の気持ちへの寄り添い （７）
患者の気持ちを受け容れる （4）
患者の気持ちに寄り添う （2）
患者と向き合う （1）
患者の状態やニーズを考慮
した関わり
（７）
患者の状態を考えて関わる （3）
患者のニーズを考えて関わる （3）
患者の側にいる居方がわかる （1）
患者主体の看護 （6）
患者のペースに合わせてコミュニケーションをとる （3）
患者の人生や，その人のペースを考えて看護を行う （3）
会話する力の修得 （6）
会話する力がついた （2）
話を聞くことができるようになった （2）
コミュニケーションの理解が進んだ （2）
患者の気持ち，考えの確認 （4）
患者の本心が聞けた （2）
患者の気持ち，考えを聞いた （2）
社会人としての実習態度を培う（積極
性，礼節，責任感，協調性）（ 8 ）
実習に対する積極性．礼
節，責任感，協調性
（8）
自分から声をかける （3）
考えた上での情報収集を行う （1）
笑顔と真摯な雰囲気が大切 （1）
挨拶は積極的に行う （1）
個人情報に対する責任感 （1）
グループメンバーへの思いやりと協調 （1）
合計 （102）
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ケーション】（10）では「患者の表情や反応を観察しな
がらコミュニケーションをとる」「患者の話を聞いて，
考える」で構成されていた。【患者の気持ちへの寄り添
い】（ ７ ）では「患者の気持ちを受け容れる」「患者の気
持ちに寄り添う」「患者と向き合う」で構成されていた。
【患者の状態やニーズを考慮した関わり】（ ７ ）では，「患
者の状態を考えて関わる」「患者のニーズを考えて関わ
る」「患者の側にいる居方がわかる」で構成されていた。
【患者主体の看護】（ 6 ）では，「患者のペースに合わせ
てコミュニケーションをとる」「患者の人生や，ペース
を考えて看護を行う」で構成されていた。【会話する力
の修得】（ 6 ）では「会話する力がついた」「話を聞くこ
とができるようになった」「コミュニケーションの 理 解
が進んだ」で構成されていた。【患者の気持ち，考えの
確認】（ 4 ）では「患者の本心が聞けた」「患者の気持ち，
考えを聞いた」で構成されていた。
3  ）社会人としての実習態度（積極性，礼節，責任感，
協調性）を培う
　社会人としての実習態度（積極性，礼節，責任感，協
調性）を培うでは， 8 つの記述内容， 1 つのカテゴリー
が抽出された。
　【実習に対する積極性，礼節，責任感，協調性】（ 8 ）
では「自分から声をかける」「考えた上で情報収集を行
う」「笑顔と真摯な雰囲気が大切」「挨拶は積極的に行う」
「個人情報に対する責任感」「グループメンバーへの思
いやりと協調」で構成されていた。
2 ．教育目標分類学からみた学生の自己成長感について
　学生の自己成長感の内容から得られたカテゴリーを，
Bloomの教育目標分類学の 3 領域に分類した結果を図 1
に示した。
　図 1 に示すように認知領域における，学生の自己成長
実習目標と照合した結果を表 1 に表した。以下【　　】
内はカテゴリーを「　　」は記述内容を表した。（　）
には頻度数を示した。
1 ）対象の理解と医療チーム・地域精神保健を理解する
　対象の理解と医療チーム・精神保健に対する理解で
は，32文の記述内容， 6 つのカテゴリーが抽出された
　最も抽出数が多かったのは，【精神症状の捉え方・ア
セスメントの仕方の理解】（ 9 ）で，「状態の変化，症状
や支援の実際を見た」「精神症状の捉え方・アセスメン
トの仕方がわかった」「症状を把握する具体的な質問の
仕方がわかった」で構成されていた。次いで【患者の全
体像の理解】（ ７ ）で，「患者の全体像を見ることが重要」
「患者の理解が進んだ」「患者の内面に踏み込む大切さ
を感じた」で構成されていた。【精神科のイメージの変
化】（ 6 ）では「精神科の暗い，怖いイメージや不安が
とれた」「イメージが変わり精神障害者への見方が変わっ
た」で構成されていた。【精神看護の特徴の理解】（ 4 ）
では，「精神科では安静・休養が治療となる」「疾患，治
療，ケアだけではなく，気持ちが大切」で構成されてい
た。【看護実践】（ 4 ）では「患者の症状に対応できた」「患
者を支える看護師の役割をみた」で構成されていた。【視
点の拡大】（ 2 ）では「ウェルネス（当事者が持つ健康
な面）の視点からみる」のみであった。
2 ）コミュニケーション技術を用いての看護実践
　コミュニケーション技術を用いての看護実践では，62
文の記述内容， ７ つのカテゴリーが抽出された。
　最も抽出数が多かったのは【コミュニケーション技術
の使用】（22）で，「コミュニケーション技術を意識して
用いた」「待つこと，沈黙することを用いた」「距離感や
間を置くことができた」「傾聴，共感ができた」で構成
されていた。次 いで【患 者 を 観 察 しながらのコミュニ
はtaxonomyの主要次元を示し
（　　）はカテゴリーの頻度数を示す
精神運動領域：からだ（63）
精神症状の捉え方・アセスメ
ントの仕方の理解 (9)
患者の全体像の理解 (7)
精神看護の特徴の理解 (4)
精神科のイメージの変化 （6）
視点が拡大 （2）
実習に対する積極
性，礼節，責任感，
協調性 (8)
患者主体の看護 (6)
患者の気持ちへの寄り添い (7)
患者の気持ち，考えの確認 (4)
患者の状態やニーズを
考慮した関わり （7）
看護実践 (4)
コミュニケーション技術の使用 (22)
会話する力の修得 (6)
患者を観察しながらのコミュニケーション (10)
情意領域：こころ（40）
認知領域：あたま(57)
図 1 　Bloomの教育目標分類学（taxonomy）からみた学生の自己成長感の状況
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る。「状態の変化，症状や支援の実際を見た」「症状を把
握する具体的な質問の仕方がわかった」「患者の内面に
踏み込む大切さを感じた」などから，精神障害を持つ患
者の特徴である自己表現の乏しさや患者の生活のしづら
さを感じ取ることができているといえる。そして学生は
精神科の看護の治療的環境といった特徴を理解し，精神
科に対するイメージが変化した，視点が拡大したと変化
を感じたことに自己成長感を抱いていた。学生が実習前
に抱く精神障害者に対する否定的なイメージは多く報告
されている13），14）が，A大学の精神看護実習でも学生が，
緊張感や恐怖心，不安をもって実習に臨み，終了時には
そのイメージが払拭されたことを述べている。また近年
では対象理解において，たとえ病気や障害があったとし
ても当事者に備わっている長所や力をとらえるといった
ウェルネス・ストレングスが看護のアプローチに取り上
げられている15）．学生はウェルネス面からも対象患者を
とらえることで肯定的な変化を遂げることができたとい
える。これらのことから対象理解と医療チーム・地域精
神保健に対する理解という学修目標は達成できていると
考える。
　コミュニケーション技術を用いて看護実践するという
学修目標において，学生の自己成長感には【コミュニ
ケーション技術の使用】【患者を観察しながらのコミュ
ニケーション】【患者の気持ちへの寄り添い】【患者の状
態やニーズを考慮した関わり】【患者主体の看護】【会話
する力の修得】【患者の気持ち，考えの確認】がみられた。
このことは対象患者とコミュニケーションをとって，関
係を形成していく中で，自己洞察を行い，相手の気持ち
や考えを確認し，自己主体から患者主体へと看護の視点
を変化させていく学生の姿が表れている。
　学生は対象患者と関わる際に，コミュニケーション技
術を意識して用いていた。コミュニケーションの目的は
対象患者とスムーズに会話を進めることではなく，相手
を理解し，援助を行うために少しでも近づこうとする手
段である。特に精神看護において，コミュニケーション
を媒体として，患者―看護師の相互作用により援助が成
り立つ。A大学の精神看護実習ではプロセスレコードを
取り入れている。プロセスレコードとは患者との関わり
のプロセスをアセスメントすることを目的として，患者
とのコミュニケーションの一場面を切り取って，その時
の言葉を用いて再現する記録様式である。それを用いて
毎日，患者―学生のコミュニケーションの内容とコミュ
ニケーション技術の振り返りを学生に指導している。そ
のためコミュニケーション技術を意識して用いたことを
多くの学生が自己成長感としてあげる結果となったと考
える。コミュニケーション技術の中でも，「待つこと・
沈黙することを用いた」「距離感や間を置くことができ
た」では，学生がコミュニケーションを振り返って，自
己の傾向を知ることに繋がっていることがうかがえる。
感のカテゴリーは【精神症状の捉え方・アセスメントの
仕方の理解】【患者の全体像の理解】【精神看護の特徴の
理解】のほか，隣接する精神運動領域，情意領域に重
なった【患者を観察しながらのコミュニケーション】【会
話する力の修得】【精神科のイメージの変化】【視点の拡
大】【患者主体の看護】【患者の状態やニーズを考慮した
関わり】であった。認知領域におけるこれらの頻度総数
は（5７）であった。精神運動領域における学生の自己成
長感のカテゴリーは，【コミュニケーション技術の使用】
【看護実践】のほか，隣接する認知領域，情意領域に重
なった【患者を観察しながらのコミュニケーション】【会
話する力の修得】【実習に対する積極性，礼節，責任感，
協調性】【患者主体の看護】【患者の状態やニーズを考慮
した関わり】であった。精神運動領域におけるこれらの
頻度総数は（63）であった。情意領域における学生の自
己成長感のカテゴリーは，【患者の気持ちへの寄り添い】
【患者の気持ち，考えの確認】のほか，隣接する認知領
域，精神運動領域に重なった【精神科のイメージの変
化】【視点の拡大】【実習に対する積極性，礼節，責任感，
協調性】【患者主体の看護】【患者の状態やニーズを考慮
した関わり】であった。情意領域におけるこれらの頻度
総数は（40）であった。
　
考　察
1 ．学修目標からみた学生の自己成長感について
　学生の自己成長感の内容分析と学修目標を照合した結
果から，目標別に考察を以下に述べる。
　対象の理解と医療チーム・地域精神保健を理解すると
いう学修目標において，学生の自己成長感には【精神症
状の捉え方・アセスメントの仕方の理解】【患者の全体
像の理解】【精神科のイメージの変化】【精神看護の特徴
の理解】【看護実践】【視点の拡大】がみられた。このこ
とは実習で初めて精神障害を持つ患者を受け持ち，教
員，病棟や自立支援施設のスタッフからの指導を得て，
精神症状や状態を捉え，対象患者への理解を深めて，精
神科イメージの変化や視点を拡大していく学生の姿が表
れている。
　学生は対象患者と関わり，精神症状や相手の状態を実
際に見て，そのとらえ方やアセスメントの仕方を具体的
に理解できたことが成長できた点とあげるものが最も多
かった。それよりも頻度数は少なくなるが，患者の内面
を含めて全体像を理解することをあげており，実習とい
う体験を通して患者への理解が深まったことが見てとれ
る。これには病棟の看護師や自立支援施設のスタッフの
実践を実際に見たり，自分も対応したりすることで，学
生の理解を助けることになったのではないかと考える。
臨地実習で期待する学修過程で，いずれの領域において
もクライエント・対象理解は学修目標には欠かせない要
素であり12），A大学の精神看護実習においても同様であ
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いる。看護臨地実習は多様な人間関係の中で，講義で学
んだ知識・技術を統合し看護師としての責任や役割を認
識する場であり，学生が感じとっている積極性，礼節，
責任感，協調性は社会で求められる基本的な能力や倫理
観，マナーに含まれるものである18）と考える。これらの
ことから社会人としての実習態度（積極性，礼節，責任
感，協調性）を培うという学修目標は達成できていると
考える。
2 ． 教育目標分類学からみた学生の自己成長感について
　米国において19７0年代より，学習の客観的な評価方法
として取り入れられたものに，Bloomの手法19）がある。
Bloomは各教科の学習において必要とされる能力目標を
分類し，教育評価目標分類学（Taxonomy）を出してい
る。これは大分類として認知領域（あたま），精神運動
領域（からだ），情意領域（こころ）という 3 つの領域
に分け，さらに下位目標を設定していくものである。日
本においてもBloomの評価方法は翻訳され，19７4年より
鈴木20）らによって看護実習の評価に用いられ，現在も使
用されている。Ａ大学の精神看護臨地実習における学生
の自己成長感として抽出されたカテゴリーについて，
Bloomの教育目標分類学の 3 領域に分類した考察を以下
に述べる。
　認知領域とは知識についてであるが，これには想起，
理解，解釈，問題解決に必要な知識を含んでいる。認知
領域における学生の自己成長感には，【精神症状の捉え
方・アセスメントの仕方の理解】【患者の全体像の理解】
【精神看護の特徴の理解】があげられ，対象理解，看護
の役割の理解は習得できていると考える。しかしその理
解は，学生が 1 名の受け持ち患者から理解したものであ
り，またその得た知識を応用したり，分析したりすると
いった深いものではない。学生の理解が浅いレベルに留
まっているのには，精神看護臨地実習は 2 週間という時
間の枠組みで，大学附属病院の 1 病棟と自立支援施設
（ 1 日間）で展開しているという学修環境の限界もある。
　精神運動領域とは技術面であり，精神運動領域におけ
る学生の自己成長感には，【コミュニケーション技術の
使用】【看護実践】があげられ，コミュニケーション技
術の使用に関する自己成長感が最も多かった。これには
精神看護の対象となる患者の日常生活動作が概して自立
していることから身体的ケアや処置などの看護実践より
もコミュニケーションをとることが技術の中心となるこ
と，また精神看護における援助がコミュニケーションを
通して成されることなどの特徴から，対象患者とコミュ
ニケーションをとることを多くの学生が取り組んでいた
ということがわかる。しかしこれらの実践は，「用いた」
「見た・行った」という経験に留まっていると考える。
　情意領域とは態度，関心，興味，価値，動機などを含
んでおり，情意領域における学生の自己成長感には，【患
者の気持ちへの寄り添い】【患者の気持ち，考えの確認】
プロセスレコードを用いて自己洞察を行うことで，学生
は自分のことで頭がいっぱいで患者の言葉の奥にある気
持ちに目を向ける余裕がなかったこと，患者の気持ちや
考えを確認する大切さに気付いていた。そして実習での
自分のコミュニケーションを振り返って会話する力が付
いたとする学生も少なからずいた。
　また言葉だけのコミュニケーションに頼っていては対
象患者に近づけないことを知り，表情，口調，視線，態
度などの非言語的メッセージに気を配り，注意深い観察
を行うが重要であるという気づきにつながったと考え
る。そこで対象患者を観察しつつコミュニケーションを
とり，相手の状態やニーズを考えて関わりを持つように
なったと推察する。
　学生は自分の立てた看護計画に添って対象患者を動か
そうとするが，患者が学生の期待とは異なる反応を示す
こともある。そこから対象患者の反応の意味やペースを
尊重することが重要と感じ，自己主体の行動から，患者
主体の看護を行うようにと視点が変化したと自己成長感
を述べるに至っていると考える。 村方16）は「精神看護
実習において学生がコミュニケーション技術を通して，
対象患者と関係を形成する際に，非言語的コミュニケー
ション，援助的関わり，相手のペース・待つこと，受
容・傾聴・共感が重要という学びが多かった」ことを述
べている。また佐々木1７）は基礎看護実習における学生の
行動を調査し，患者と人間関係を形成し，患者の援助を
行う際に，学生は行動を「学生自己中心」から「患者中
心」に変容させていることを述べている。本研究におい
ても，学生の自己成長感からコミュニケーション技術を
用いて，患者と関係形成し，看護実践を行うべく自己か
ら患者主体へと視点を変化させて，努力する学生の姿が
同様に見てとれる。これらのことからコミュニケーショ
ン技術を用いて看護実践するという学修目標は達成でき
ていると考える。
　社会人としての実習態度（積極性，礼節，責任感，協
調性）を培うという学修目標において，学生の自己成長
感には【実習に対する積極性，礼節，責任感，協調性】
がみられた。このことは実習を通して，対象患者，教員
や病棟の看護師や医師，および自立支援施設のスタッ
フ，グループメンバ―との対人関係から，積極性，責任
感，礼節や思いやりを持つことを身につけていく学生の
姿が表れている。
　学生は慣れない実習環境で求められる，「挨拶は積極
的に行う」「笑顔と真摯な雰囲気が大切」という基本的
な礼節を身につけ，「自分から声をかける」という積極
性や，カルテの閲覧や実習記録の取り扱いの上で「考え
た上で情報収集を行う」「個人情報に対する責任感」と
いう看護学生としての責任感，およびカンファレンスや
メンバー同士の情報交換の際の「グループメンバーへの
思いやりと協調」という協調性を感じとることができて
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域は学内の展開では教授方法を工夫しても，学生に伝え
ることが難しいとされ，実習という実際の臨地場面での
学習が重要としている24）。さらに前述の松井25）は情意領
域が認知領域と密接な関わりがあること，情意領域の学
びが内発的動機づけとなって，認知領域，精神運動領域
にもつながることを述べている。認知領域では講義・演
習で教授方法を工夫することで学生の知識・理解を深め
ることはある程度可能であると考えるが，精神看護の過
程において，患者とのコミュニケーションが援助の鍵を
握っているという特徴を踏まえると，コミュニケーショ
ンを通して実践を行うといった精神運動領域，患者のこ
ころに寄り添うといった情意領域では実習を通しての学
修は欠かせないものといえる。したがって効果的な精神
看護実習における指導について考えると，認知領域では
学生の知識・理解を深めるために，講義・演習でより具
体的で幅広い知識と理解が得られるような教授方法の工
夫が必要であろう。さらに実習前の事前学修で学生のレ
ディネスを確認することで，より効果的な指導が行える
ようになると考える。精神運動領域，情意領域ではコ
ミュニケーション技術の修得を進めることと，学生の言
葉で経験を意味づけることをさらに強化していくこと，
つまり実習において実際のプロセスレコードを活用し
て，患者―学生間の相互作用を学生に示したり，経験の
振り返りを支援したりすることが必要である26）。さらに
認知，精神運動，情意領域は連動していることから，こ
のような工夫や強化を行っていくことで， 3 領域に重な
る自己成長感を高めることも可能であると考える。
　以上をまとめると，精神看護実習における指導につい
て，認知領域では講義・演習のさらなる工夫や，実習前
の学生のレディネスをとらえること，精神運動領域，情
意領域ではプロセスレコードから学生の経験を意味づけ
ることをさらに強化していく必要性が示唆された。
研究の限界と今後の課題
　本研究の結果は学生７8名の実習記録および口述記録の
一部をデータとして分析・検討したものであり，学生が
成長したと捉える要因，エピソードといった深い記述で
はない。また実習終了時の学生の自己成長感の内容を検
討したものであり，実習中の変容といった動的な過程を
表してはいない。そのために実習を通してどのくらいの
変化があったと学生が捉えているかは不透明である点が
限界である。今後は成長を動的に捉えるべく，研究の方
法論を検討することが課題である。
結　論
　本研究は，精神看護臨地実習における学生の自己成長
感を分析し，その内容を明らかにすることで，指導につ
いての示唆を得た。
1  ．対象の理解と医療チーム・地域精神保健を理解する
があげられ，対象患者の内面に踏み込み，向き合うこと
ができていることがわかる。Dewey21）が人間は外界と
相互作用し，この経験を通して学びが形成されるとし
た。また精神看護において，対人関係の中で人間は傷つ
き病むこともあるが，回復や癒しを得て，成長すること
ができるのも対人関係をなくしてはないことがいわれて
いる22）。つまり学生においても，対象患者と向き合うこ
とによって成長できるといえ，この経験を強化していく
必要があると考える。
　またBloomの教育評価分類学に従って 3 領域に分ける
際に，それぞれの領域に重なる自己成長感のカテゴリー
があげられた。認知領域と精神運動領域に重なる学生の
自己成長感は，【患者を観察しながらのコミュニケー
ション】【会話する力の修得】であり，観察しつつ実践
を行い，自分には会話の力が付いたと自信をつけている
様子がうかがえる。認知領域と情意領域に重なる学生の
自己成長感は，【精神科のイメージの変化】【視点の拡大】
であり，実習を経験することで精神科を肯定的に捉え直
し，視点が拡大して成長する様子がうかがえた。精神運
動領域と情意領域に重なる学生の自己成長感は【実習に
対する積極性，礼節，責任感，協調性】であり，実習を
通して，態度や行動が身についたといえる。さらに認知
領域，精神運動領域，情意領域の 3 つに重なる学生の自
己成長感は，【患者の状態やニーズを考慮した関わり】
【患者主体の看護】であり，実習を通して学生が知識や
実践を統合させて，自らの意識や行動を変容させて成長
していく様子がうかがえる。
　松 井23）らは，分 娩 介 助 実 習 における 学 生 の 学 びを
Bloomの教育評価分類学を用いて検討した結果，実習で
は情意領域の学びが多かったと報告している。本研究の
結果において認知・精神運動・情意の重なった領域に分
類される自己成長感のカテゴリーがあげられたが，それ
ぞれ重なった領域を含めて合算したところ，最も学生の
自己成長感が多かった領域は精神運動領域，次いで認知
領域，情意領域と，松井とは異なる結果であった。これ
には助産と精神という領域の特徴が大きく影響している
と考える。精神看護はこころという目にみえないものを
扱うために，対象患者の理解はコミュニケーションの技
術・実践を用いて行い，対象患者への援助もコミュニ
ケーションを用いて，相手の気持ちに添うように行うこ
とを要とし，流動的なアプローチをとることに特徴があ
る。そのために精神看護臨地実習では認知領域，精神運
動領域，情意領域に分類できない，それぞれの領域に重
なった内容が存在すると考える。そしてコミュニケー
ション技術を中心に用いるために，助産領域とは異なっ
た精神運動領域での自己成長感が多くなったと推察す
る。 
　また浜端らは認知領域，精神運動領域は講義や演習な
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という学修目標において，【精神症状の捉え方・アセ
スメントの仕方の理解】【患者の全体像の理解】【精神
科のイメージの変化】【精神看護の特徴の理解】【看護
実践】【視点の拡大】の自己成長感がみられた。
2  ．コミュニケーション技術を用いて看護実践するとい
う学修目標において，【コミュニケーション技術の使
用】【患者を観察しながらのコミュニケーション】【患
者の気持ちへの寄り添い】【患者の状態やニーズを考
慮した関わり】【患者主体の看護】【会話する力の修得】
【患者の気持ち，考えの確認】の自己成長感がみられ
た。
3  ．社会人としての実習態度（積極性，礼節，責任感，
協調性）を培うという学修目標において，【実習に対
する積極性，礼節，責任感，協調性】の自己成長感が
みられた。
　以上により精神看護臨地実習における指導について，
認知領域では講義・演習のさらなる工夫や，実習前の学
生のレディネスをとらえること，精神運動領域，情意領
域ではプロセスレコードから学生の経験を意味づけるこ
とをさらに強化していく必要性が示唆された。
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